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平成14年度一般会計予算 環境と福祉のために 

アご万fj 

77ロ⑧ 依存財源 

その他 
181,053(3.8%) 

地方消費税交付金 
93,000(2.0%) 

国庫支出金 
213,733(4.5%) 

県支出金 
233,812(4.9%) 

繰入金 
200,240(4.2%) 

使用料及び手数料 
123,338(2.6%) 

その他 
75,486(1.5%) 

町 税 ‘ 
683,468 
(14.4%) 	' 

自主財源22ロ7 

奏ミフ 

平成14年度一般会計、特別会計の各当初予算が第179回金木町議会定例会（ 3 月議会）で議

決されました。 
平成14年度一般会計予算は、景気の低迷による町民税及び各譲与税・交付金の伸び悩み、 

国・県支出金や地方交付税額の削減などが大きく影響し、特に一般財源の大半を占める地方
交付税が段階補正の見直しなどにより、対前年度当初予算に対し1億4700万円の大幅な減額

となりました。また、経済対策や社会資本の整備のために借り入れた地方債の元利償還金が

大幅に増加しました。 
こういった厳しい財政状況の中、当初予算編成に当たっては、行政の各分野を通じた事務

事業の見直し、徹底した経常経費の節減を推進し、限られた財源を可能な限り有効に活用す
ることに努めたところ、予算規模は歳入歳出それぞれ47億5,873万円となり、前年度当初予

算に対して 3 億810万円、6.1％の減となりました。 
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5年度 
里―り, 

40億4,096万円 

/  ザ5,873万巴― /t 

今年度の主な歳出 
【単位：千円】 （）は前年度当初予算との増減額 

★総 	務 	費 684,369 (L1,348) 
山“ 	’地方バス路線維持 	9, 103 

‘警 IB難 i'&ffI1 	f]IJ1 事費織 
★民 	生 	費 660,411 	(7,078) 

鶴鷺議難買 
‘で・心＝ 	●在宅介護支援センター運営事業 	8 ,488 

★衛生費豊g黒緩君認担金 207. 272 

★農林水産業費 414,515 (L88,768) 
乙念、．． 	・ふるさと農道緊急整備事業工事費 85,450 

T●難鷺難鷺 
一ー 	ーー 	●あおもり野菜産地育成強化事業補助金 	8, 140 

★商 	工 	費 125,224 (L.61,695) 

	

～、“ 	’県信用保証協会貸付金 	24, 000 

	

繊““譲響鷺鷲管理費 	設議 
覧 __艦 

★土 	木 	費 288,216 (L320,249) 

糾iiIIiこ」 町道整備事曹無 

★と防費認,409暴黒負担金 306, 285 

線抽灘鷲鴛認ノタ2鷲 

★教 	育 	費 439,401 (z35β79) 
，二 	。 	・, 	●嘉瀬スキー場整備エ事費 	36,299 
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町税の内訳 

金 	額 
（単位】千円） 

町民1人当たりでは 
（単位】円） 

町 民 税 241, 937 20,321 

固定資産税 338, 560 28,436 

軽自動車税 20,611 1,731 

町たばこ税 82,360 6,918 

計 683, 468 57, 406 

※ 1人当たりの金額は、 2月末現在の町の

人口11,906人で計算したものです。 

特 別 会 計 
（単位：千円） 

国民健康保険特別会計 1,320,612 

老人保健特別会計 975, 535 

農業集落排水事業特別会計 173, 026 

介護保険特別会計 825, 361 

水 道 事 業 会 計 291, 409 

(3）広報かなぎ 

過去10年間の当初予算の推移 

/ 

L 

6年度 

7年度 

8年度 

9年度 

10年度 

11年度 

12年度 

13年度 

14年度 

54億6,242万円 

52億 860万円 
1 	「 

54億1,724万円 

フ 

/  

56億5,777万円 

各~‘= / 

50億6,683万円 

10 20 30 10 50 60 

49億1,514万円 
~ 	~ 

/ 

49億 825万円 
~ 	I 

59億2,339万円 
~ 



中
里
町
中
央
公
民
館
に
お
い

て
三
月
二
十
五
日
、
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

鳴
海
義
男
金
木
町
長
、
小
野

俊
逸
中
里
町
長
、
高
松
隆
三
市

浦
村
長
、
加
藤
久
宜
小
泊
村
長

が
出
席
し
て
、
四
町
村
が
合
併

に
つ
い
て
検
討
す
る
任
意
の
合

併
協
議
会
の
設
置
協
定
書
に
署

名
し
、
 
「津
軽
北
部
地
方
合
併

協
議
会
」
 
が発
足
し
ま
し
た
。
 

会
長
を
務
め
る
鳴
海
町
長
は
 

「住
民
参
加
に
重
き
を
お
い
た

合
併
が
望
ま
し
く
、
地
域
住
民

の
意
識
が
重
要
で
あ
る
。
合
併

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ
リ
ッ

ト
や
支
援
策
等
参
考
と
な
る
情

報
を
住
民
に
提
供
し
、
住
民
の

生
活
向
上
を
命
題
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
 

地域住民のより有益な社会実現に向けて 
軍三1月葦三2 引レ立R'1111 
匠ョど菱ョ司と Dill ど」当 

設置調印式．, 	 ￥与告撃吉，異窟犀令黒争儀菩 
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金木町の構成メンバョ 

●角田昭次助役 

●三潟春樹議長 

●中谷秀八副議長 

●高杉利彦総務民生常任委員長 

●中村 政徳（住民代表） 

●佐藤 政一（住民代表） 

●櫛引八千代（住民代表） 
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三
月
二
十
六
日
に
開
か
れ
た
町
教
育
委
員
 
」
，
 

会
で
木
下
巽
氏
が
教
育
長
に
選
ば
れ
、
三
月
 
」
 

二
十
七
日
付
で
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
 

一

木
下
教
育
長
は
昭
和
二
十
六
年
に
沖
飯
詰
 
一

小
学
校
で
教
鞭
を
執
り
、
そ
の
後
約
四
十
年
 
一

に
わ
た
り
各
学
校
の
教
師
と
し
て
務
め
ま
した
。
 
「
 

こ
の
間
に
武
田
小
学
校
長
、
五
所
川
原
南
 
一
 

小
学
校
長
を
歴
任
。
 

（
 

木
下
教
育
長
は
「
本
年
度
か
ら
、
学
校
五

日
制
が
は
じ
ま
り
完
全
週
休
二
日

の
時
代
に

入
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
 
一

社
会
が

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
、
 
」
 

自
然
体
験
や
社
会
体
験
の
機
会
を
多
く
し
、
 
一

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
や
豊
か
な
人
問
性
、
 
一

た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
を
 
ー
 

は
ぐ
く
も
う
と
す
る
の
が
そ
の
趣
旨
で
す
。
 
一

地
域
社
会
全
体
で
、
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
 
一

充
実
の
た
め
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
 

教
育
行
政
は
、
教
育
の
目
的
達
成
の
た
め
、
 

諸
条
件
を
整
備
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
す
。
し
か
し
、
少
子
化
に
伴
う
肩

ル
童
・

生
徒
の
減
少
』
『
校
舎
の
老
朽
化
』
『
厳
し
い
 

「
 

財
政
上
の
実
情
』
を
見
据
え
、
こ
れ
ら
に
か

か
わ
る
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。」
 

と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
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四
月
九
日
、

中
里
町
総
合
文
 
会

議
で
は
、

協
議
会
規
約
な

化
セ
ン
タ
ー
 
「
パ
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ス
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で
 
ど
の
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後
、
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案
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地
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ど

の
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議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

合
わ
れ
、

事
業
計
画
や

予
算
な

会
議
に
先
立
ち
、

構
成
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員
 
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

と
な
る
四
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村
の
助
役
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会
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へ
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情
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と
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決
定
協
議
事
項
（
抜
粋
）
 

◆
会
議
運
営
規
定
 

o

議
事
は
全
会
一
致
が
原
則
 

o

会
議
は
傍
聴
証
の
交
付
を
受
けて

傍
聴
で
き
る
 

◆
事
業
計
画
 

o

会
議
は
年
四
回
を
計
画
 

o

委
員
先
進
地
視
察
研
修
 

o

住
民
意
識
調
査
、
中
高
生
意
識
調

査
な
ど
 

o

四
町
村
の
議
会
議
員
全
員
及
び
職

員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
ま
た
は

勉
強
会
開
催
 

o

ま
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は
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開
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o

協
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リ
ー
フ
レ
ツ
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の
配
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木下 巽教育長

嘉瀬（69歳） 

*＊趣 味’ 

太宰治研 
ウォーキン 

一ニ ー11 一~、 

▲
 

, 

ト
 

 
り
？
  
ト
 
ト

J
J

『
 

広報かなぎ（4) 



特別功労褒賞~ 
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平成13年度金木町褒賞授与式が 3月19日、役場 
3階大会議室で開催され、各分野で活躍し町の発
展に貢献した7名が表彰されました。 
授与式では鳴海町長と三潟議長が功労に対する

ねぎらいとお礼の言葉を述べ、高杉総務民生常任
委員長が経過報告を行いました。  

この後、受賞者一人ひとりに褒賞状と記念品が I 
贈られ、これに対し受賞者を代表して朝日町の千
田正雄さんが「本日の受賞を契機に、決意を新た
に金木町の発展のため微力ながら尽力いたします」 
と謝辞を述べました。 
受賞者は次のとおりです。 （敬称略） 

へ 

ま ち の で き こ と ー 

介護支援車を寄贈 
3月24日、中央公民館で開催された金木ライオンズクラブ結成 

25周年式典の記念事業として、金木町社会福祉協議会へ介護支援

車が寄贈されました。 
式典では、新岡忠道同クラブ会長から角田正男同協議会長へ目

録が贈呈されました。 
同クラブはこれまで小学校へのピアノ寄贈、精薄施設や老人ホ 

ーム等慰問など地域に密着した奉仕活動を実施している。 
	ノ へ 

交通安全マスコツ卜 
4月 2 日の早朝、交通安全協会嘉瀬支部婦人部（部長＝津田ス

ゲ）15人が、嘉瀬小学校付近の交差点で「無事にカエル ケロち
ゃん 交通安全」 と書いた短冊を付けたカエルのマスコットを道

ゆくドライバーに配布し、交通安全を呼びかけました。 
この呼びかけは、 6日から始まる春の交通安全運動に先がけて

行われ、マスコツトは同婦人部の手作りで200個を作成。 
× 

"4 

自寿のお祝い 
入院先の尾野病院1階談話室で 4月 9日、99歳の誕生日を迎え

た嘉瀬の三上長太郎さんへ鳴海町長から白寿の顕彰状と祝金99万
円が贈られました。 
これまで顕彰を受けたのは三上さんで7人目、男性では 2人目

となりました。 
長寿の秘訣をたずねると三上さんは 「食事は野菜と魚中心で、 

血液の循環を良くする少しの酒」 と笑顔で話していました。 
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